
「鶴岡都市計画高度地区の変更について」の 

ご意見とそれに対する市の考え方 

 

 この度はご意見をお寄せいただき誠にありがとうございました。 

いただきましたご意見も参考としながら、より丁寧な説明を行ってまいりま

すので、今後ともご支援ご協力方よろしくお願いいたします。 

 

意見件数と内容 

1件（別紙のとおり） 

 

市の考え方 

 鶴岡都市計画高度地区による建築物の高さの最高限度の設定は、城下町とし

て培われてきた景観を後世に引き継ぐこと、高層建築物の立地による居住環境

の悪化を防止すること及び建築紛争を未然に防止することを目的とし、平成 16

年 12月に当初決定したものです。 

当初決定から 10年以上が経過し、過去に特例を適用した 4件については鶴岡

市及び鶴岡市関連施設、銀行のみであり、公益の基準が曖昧である、建築物の

高さの最高限度である 15ｍの基準が曖昧であるとの市民の声が寄せられており、

これらを明確にするため、許可による特例の対象となる建築物の用途、守るべ

き景観配慮事項並びに許可手続きを明確化し、特例における適用区域及び建築

物の高さの最高限度を定めるものです。 

 

今回の変更により公益の基準の明確化については、地方税法で定義付けられ

た公共施設、公益施設を参酌しており、また、市街地活性化に寄与する施設も

含めておりマンションはその事例の一つとして挙げたものです。 

特例の対象となる用途地域は、本来、高容積率が指定され商業の利便性を増

進する近隣商業地域及び商業地域とし、主に住居の環境を保護する住居系用途

地域には適用しないことで住環境に配慮しております。 

 

鶴岡都市計画高度地区の建築物の高さの最高限度は「城下町として培われて

きた景観」の一つである山当てという手法により街の景観に山を取り入れる、

山との関係性を持たせる街路形成の考え方に基づき、当初決定時に中心市街地

における山の見え方から設定しております。今回、中心市街地の複数の視点場

から高館山、母狩山、鳥海山を眺めたときに山容の 40％以上が見える高さを 25

ｍと測定し、特例における建築物の高さの最高限度について 25ｍと設定したも

のです。 

 

 これまでも許可による特例の運用については、景観及び市街地環境への影響

が大きい一定高さ以上の建築行為を一旦制限し、その影響等について個別に審

査のうえ建築を許可するとしてきたところですが、今回の基準の明確化により

特例における建築物の高さの最高限度を 25ｍとしたことは単なる高さ制限の緩

和ではなく、建築計画の基本構想段階から専門家による指導助言を行うことや、

三の丸地区の景観まちづくりガイドライン等、景観配慮事項の遵守により歴史

的街並みに沿った建築をこれまで以上に実現可能とするものであり、景観行政

における前進として捉えております。 
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